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ヒトの体内のタンパク質の多くは右のような糖鎖
が結合した糖タンパク質である。糖鎖は、タンパク
質の３次元構造、細胞内輸送、抗原性、血中安定性
を制御している。そこで、この糖タンパク質を有機
化学の手法を用いて合成し、その糖鎖機能を詳細に
調べる研究を行っている。この方法では、糖鎖とペ
プチドがつながった糖ペプチドを合成し、それらを
連結していくことで目的とする糖タンパク質のポリ
ペプチド鎖を合成する。そして、タンパク質に特異
的な３次元構造を形成させることで合成が完了する。
我々は2008年に世界で初めてこのような分子が化
学的に精密に作れることを示した。そして、それ以
降、糖タンパク質の生理活性を評価し、糖鎖構造と
タンパク質の機能発現の関係を調べている。この手
法を使うことで動物細胞で作る糖タンパク質よりも
はるかに高純度な糖タンパク質製剤の開発が可能と
なる。

特徴・独自性

我々の技術、知見は、既に世界的にもユニークな
糖鎖を基盤とする化学系会社（株　糖鎖工学研究所
　京都）で活用されている。現在ヒト型糖鎖が数キ
ログラムスケールで調製できるため、多くの製薬会
社でも利用され始めている。
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